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町 の 人 口 

(2 月末日現在） 

総人口 8, 955人 

4, 206人 

4, 749人 

世帯数 2, 676世帯 

男
 
女
 

O 

と 

じ 

て 

保 

存 

し 

て 

下 

さ 

し二 

6 

/ 新 入 学 の 子 供 を 守 ろ う 

お
母
さ
ん
ノ
 
家
庭
の
し
つ
け
が
第
 

一
で
す
。
 

学
校
へ
行
く
と
き
帰
る
と
き
、
危
険
 

な
箇
所
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

道
路
を
横
断
す
る
と
き
や
車
に
対
す
る
 

注
意
は
、
よ
く
教
え
て
い
ま
す
か
。
 

運
転
者
の
み
な
さ
ん
子
供
を
見
た
ら
 

赤
信
号
と
思
っ
て
下
さ
い
Q
 

細
心
の
注
意
と
親
切
を
お
願
い
し
ま
 

す。 今
使
っ
て
い
る
 

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
防
止
対
策
を
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
該
当
す
る
車
）
 

ガ
ン
リ
ン
、
L

・
P

・
G
車
が
対
象
 

普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
（
二
輪
 

車
は
除
く
）
及
び
軽
自
動
車
（
二
輪
車
 

は
除
く
）
の
全
て
が
対
象
と
な
り
ま
 

す． （
期
間
）
 

昭
和
四
十
八
年
四
月
三
＋
日
ま
で
 

十 ＋ 七 

四
月
の
こ
よ
み
 

一 
日
 

日
 

世
界
保
護
デ
ー
 

日
 
婦
人
の
日
 

日
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

十
 
八
 
日
 
発
明
の
日
 

一
一
十
日
 

逓
信
記
念
日
 

二
十
八
日
 

身
体
障
害
者
福
祉
法
記
念
 

日
 

二
十
九
日
 

天
皇
誕
生
日
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伏
原
児
童
遊
園
地
開
園
さ
れ
る
ク
 

地
区
住
民
待
望
の
児
童
遊
園
地
が
」1 

月
三
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
に
開
園
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
遊
園
地
の
遊
具
は
福
岡
県
並
び
 

に
松
下
電
器
株
式
会
社
の
助
成
に
よ
る
 

も
の
で
す
。
 

総
事
業
費
は
八
十
八
万
円
（
う
ち
助
 

成
四
十
万
円
）
敷
地
面
積
は
一
一
〇
〇
 

議
 
会
 

だ
 

よ
 

り
 

町

議

会

事

務

局

 

昭
和
四
十
八
年
第
二
回
町
議
会
（
「
1 

月
定
例
会
）
が
、
三
月
十
五
日
よ
り
一
一
 

十
四
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で
開
催
 

さ
れ
、
町
長
提
出
議
案
二
十
五
件
、
議
 

員
提
出
議
案
一
件
、
決
議
案
四
件
並
び
 

に
、
請
願
六
件
、
陳
情
一
件
及
び
二
月
 

臨
時
会
に
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
 

一
件
を
議
題
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
 

お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

議
案
及
び
請
願
・
陳
情
は
次
の
と
お
 

り。 ▽
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
 

予
算
 

補
正
額
 
二
百
七
拾
三
万
円
 

昭
和
四
十
七
年
度
予
算
総
額
 

十
一
億
九
百
十
万
円
 

▽
昭
和
四
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

補
正
額
 

一
千
五
百
八
十
四
万
六
千
 

円
 ▽

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
 

合
の
設
立
 

…
…
市
町
村
の
災
害
発
生
に
伴
う
応
急
 

復
旧
費
や
そ
の
他
災
害
に
関
す
る
費
用
 

に
充
て
る
た
め
の
互
助
共
済
制
度
の
設
 

立
 ▽

財
団
法
人
赤
池
町
開
発
公
社
を
赤
 

池
町
土
地
開
発
公
社
に
組
織
変
更
す
 

る
こ
と
に
つ
い
て
 

公
有
地
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
 

律
施
行
に
よ
り
組
織
の
変
更
を
し
よ
う
 

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
 

子
供
（
児
童
）
達
は
大
喜
び
で
こ
の
 

日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
様
子
で
し
た
。
 

父
兄
も
こ
の
遊
園
地
を
大
切
に
し
安
全
 

な
遊
び
場
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
 

い
ま
す
。
 

伏
原
地
区
子
供
会
（
さ
く
ら
 

会
長
は
源
吉
彰
久
君
で
す
。
 

開園式でテープにハサミを入れる町長 

.l ，
 

、

・

・

 

会） 

の
 

源吉君（伏原児童遊園地において） 

と
す
る
も
の
。
 

▽
赤
池
町
大
字
赤
池
第
九
区
第
十
区
 

住
民
代
表
と
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
 

従
来
架
空
の
赤
田
耕
作
名
義
の
土
 

地
を
、
赤
池
町
に
名
義
変
更
す
る
こ
と
 

が
、
三
月
十
二
日
の
判
決
に
ょ
り
変
更
 

を
認
め
ら
れ
た
の
で
、
九
区
、
十
区
に
 

対
し
権
利
の
保
有
の
契
約
締
結
 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

昭
和
四
十
七
年
度
農
業
振
興
同
和
 

対
策
事
業
（
大
浦
農
機
具
格
納
庫
新
築
 

工
事
）
 

着
 
工
 
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
日
 

完
 
成
 
昭
和
四
十
八
年
七
月
三
十
 

一日 

工
事
費
 

一
千
百
四
十
万
円
 

請
負
者
 
中
川
建
設
（
金
田
町
）
 

▽
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
 

本
町
の
歳
計
現
金
取
扱
金
融
機
関
 

の
指
定
 

▽
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

の
委
員
の
選
任
 

委
員
任
期
満
了
と
な
る
た
め
 

選
任
委
員
住
所
氏
名
 

赤
池
町
大
字
上
野
五
七
五
番
地
 

武
末
 
義
治
 

（
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
生
）
 

赤
池
町
大
字
市
場
一
七
八
四
番
地
 

谷
 

富
次
 

（
大
正
八
年
七
月
十
五
日
生
）
 

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
 

委
員
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
法
 

務
大
臣
に
推
せ
ん
す
る
も
の
 

推
せ
ん
委
員
住
所
氏
名
 

赤
池
町
大
字
赤
池
一
五
〇
番
地
 

松
井
 

猛
 

総
選
挙
功
労
で
 

藤
井
良
太
郎
氏
表
彰
さ
れ
る
 

藤
井
氏
は
昨
年
末
に
行
な
わ
れ
た
衆
 

議
院
議
員
総
選
挙
で
選
挙
管
理
事
務
、
 

あ
る
い
は
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
運
 

動
に
功
労
の
あ
っ
た
者
（
全
国
で
四
百
 

三
十
六
件
）
 
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
表
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

藤
井
良
太
郎
氏
は
昭
和
二
十
九
年
十
 

二
月
よ
り
現
在
も
な
お
選
挙
管
理
委
員
 

会
の
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
お
り
 

ま
す
。
 

ガ
自
転
車
は
正
し
く
規
則
を
 

守
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
ガ
 

現
在
進
歩
へ
の
逆
行
と
い
う
形
で
自
 

転
車
が
復
活
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
子
供
の
世
界
に
は
、
急
速
に
レ
 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
 

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
 

巳
の
能
力
や
技
術
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
 

り
、
勝
利
を
意
味
す
る
と
共
に
子
供
達
 

の
仲
間
に
対
し
て
の
誇
示
で
あ
り
又
仲
 

間
入
り
の
資
格
の
ー
で
あ
る
と
も
考
え
 

ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
現
 

（
明
治
四
十
二
年
四
月
六
日
生
）
 

▽
町
職
員
旅
費
額
手
当
額
等
の
支
給
 

方
法
の
一
部
改
正
条
例
の
制
定
 

…
…
諸
物
価
の
高
騰
等
に
よ
り
現
行
手
 

当
宿
泊
料
等
の
一
部
改
正
 

▽
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
改
正
 

特
殊
な
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
 

範
囲
を
明
確
に
し
、
現
行
手
当
額
を
増
 

額
し
て
待
遇
の
改
善
を
図
る
も
の
 

▽
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
 

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

職
員
の
旅
費
額
正
と
同
様
議
員
の
 

費
用
弁
償
の
改
正
 

▽
町
特
別
職
の
非
常
勤
の
も
の
の
報
 

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
 

の
改
正
 

各
種
委
員
の
年
報
酬
及
び
日
給
の
 

引
上
げ
 

▽
町
営
住
宅
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
 

部
改
正
 

昭
和
四
十
七
年
度
建
設
分
の
簡
易
 

昭和48年度一般会計予算・ 

代
社
会
に
お
い
て
、
子
供
を
持
つ
親
達
 

に
と
っ
て
は
そ
の
反
面
、
心
配
の
種
と
 

い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
 

こ
れ
も
大
人
の
一
寸
し
た
注
意
、
マ
 

イ
カ
ー
族
の
正
し
い
マ
ナ
ー
や
暖
か
い
 

子
供
へ
の
愛
情
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
 

の
緩
和
が
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

自
転
車
に
乗
る
者
自
身
も
正
し
い
自
 

転
車
の
乗
り
方
を
勉
強
し
、
身
に
つ
け
 

る
べ
き
で
す
。
 

父
兄
の
方
達
や
、
自
転
車
を
使
用
す
 

る
人
は
次
の
事
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
 

、， 

。
 

・し 

※
自
転
車
に
乗
る
前
は
 

1
 
自
転
車
は
自
分
の
身
体
に
あ
っ
た
 

も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
 

2
 
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
て
乗
っ
た
時
 

の
 
サ
ド
ル
の
高
さ
が
脚
を
伸
ば
し
 

て
か
か
と
が
ペ
タ
ル
に
の
る
く
ら
 

し
 

同
 
手
と
肩
と
サ
ド
ル
が
正
三
角
形
 

に
な
る
よ
う
サ
ド
ル
を
調
整
す
る
。
 

3
 

ハ
ン
ド
ル
は
必
ず
正
し
く
に
ぎ
り
 

の
所
を
持
つ
。
 

4
 
発
車
は
必
ず
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
 

て
乗
っ
て
か
ら
に
す
る
。
 

5
 
ブ
レ
ー
キ
の
点
検
を
す
る
。
 

（き 

く
か
ど
う
か
）
 

6
 
ブ
ザ
ー
や
ベ
ル
は
よ
く
鳴
る
か
ど
 

う
か
点
検
す
る
。
 

※
自
転
車
に
乗
っ
た
ら
 

1
 
道
路
の
左
端
を
走
る
こ
と
。
 

2
 
広
い
道
路
に
出
る
時
や
、
踏
切
、
 

信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
必
ず
左
右
 

の
安
全
を
確
め
る
こ
と
。
 

、

ー

 

ノ 
J
、 

耐
火
二
階
建
の
第
二
種
住
宅
の
入
居
使
 

用
料
を
条
例
に
追
加
す
る
も
の
。
 

▽
町
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
改
正
 

…
・
支
給
対
象
年
令
の
繰
下
げ
と
、
年
 

令
額
を
増
額
し
て
い
く
ら
か
で
も
老
人
 

に
豊
か
な
生
活
を
願
っ
て
の
条
例
改
正
 

〇
 
七
十
三
才
以
上
、
七
十
五
才
未
満
 

の
者
 

年
額
四
千
三
百
円
 

〇
 
七
十
五
才
以
上
九
十
才
未
満
の
者
 

年
額
 
五
千
四
百
円
 

〇
 
九
十
才
以
上
の
者
 

J 

年
額
 
七
千
二
百
円
 

▽
町
発
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
 

す
る
条
例
の
制
定
 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
 

る
法
律
の
公
布
施
行
に
伴
い
町
条
例
を
 

制
定
し
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
 

の
向
上
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も
の
 

▽
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
 

・
・
ー
団
員
の
出
動
手
当
の
増
額
と
消
防
 

分
団
区
域
表
が
、
条
例
と
規
則
に
重
復
 

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
条
例
か
ら
 

削
除
す
る
も
の
。
 

3
 
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
右
折
す
 

る
時
は
、
青
の
時
に
直
進
し
て
前
方
の
 

横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止
し
、
向
き
を
 

変
え
て
信
号
が
青
に
な
っ
て
か
ら
発
進
 

す
る
こ
と
。
 

4
 
右
折
の
場
合
は
、
右
手
を
水
平
に
 

上
げ
る
か
左
手
を
上
方
に
上
げ
、
左
折
 

の
場
合
は
そ
の
逆
に
す
る
。
 

合
図
は
は
っ
き
り
と
す
る
こ
と
。
 

5
 
駐
車
の
場
合
は
道
路
の
左
側
に
道
 

路
と
水
平
に
置
く
。
 

6
 
二
人
乗
り
や
傘
を
さ
し
て
乗
ら
な
 

い
こ
。
 

7
 
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
乗
 

る
こ
と
。
 

9
 
曲
角
や
小
道
の
多
い
所
で
は
、
ス
 

ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
て
ベ
ル
を
鳴
ら
す
こ
 

と。 自
転
車
は
楽
し
く
愉
快
に
安
全
に
の
 

り
ま
し
ょ
う
。
 

そ
れ
に
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
よ
 

く
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
に
は
 

戸
籍
が
あ
り
ま
す
。
 

＠
「
本
籍
」
 
「
筆
頭
者
」
は
お
ぽ
え
て
 

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

「
本
籍
」
と
は
、
各
人
の
戸
籍
が
あ
る
 

と
こ
ろ
を
い
い
ま
す
。
 

「
筆
頭
者
」
と
は
、
戸
籍
の
最
初
に
 

記
載
し
て
あ
る
者
を
い
い
ま
す
。
 

「
本
籍
」
 

「
筆
頭
者
」
は
戸
籍
の
謄
 

（
抄
）
本
を
請
求
す
る
と
き
な
ど
に
必
 

要
で
す
か
ら
、
お
ぽ
え
て
お
き
ま
ょ
し
 

ヤつ。 
出
動
手
当
 
千
円
 

▽
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
討
予
算
 

予
算
総
額
 
十
二
億
四
千
六
百
六
十
六
 

万
八
千
円
 

前
年
度
当
初
予
算
比
較
 

四
二
・
九
五
％
増
額
 

自
主
財
源
（
町
税
）
 

六
千
三
百
六
＋
七
万
七
千
円
 

総
予
算
の
約
五
％
 

▽
昭
和
四
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
予
算
 

予
算
総
額
 
七
千
百
三
万
五
千
円
 

▽
昭
和
四
十
八
年
度
赤
池
橋
架
設
準
 

備
積
立
金
特
別
会
計
予
算
 

積
立
元
金
に
対
す
る
利
息
の
計
上
 

総
額
 
七
十
七
万
円
 

▽
昭
和
四
十
八
年
度
赤
池
町
立
病
院
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

収
益
的
収
支
 

一
億
九
千
百
三
十
三
万
 

三
千
円
 

資
本
的
経
費
 

入
院
患
者
の
緊
急
避
難
設
置
工
事
 


